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保護者の方へ 

学校における感染予防策について 

文部科学省から、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生

管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」（2021.11.22Ver.7）～に基づ

き、活動場面ごとの感染症予防対策を行っています。令和４年 1月現在、

国のレベル分類が「レベル１」であることを踏まえ、以下のような予防策

を実施しています。 

 

１ 基本的な感染症対策について 

 感染症対策の３つのポイントを踏まえ、取組を行います。 

１）感染源を立つこと 

 発熱等の風邪症状がある場合には、児童の教職員も自宅で休養することを徹底します。また、家庭

で必ず検温・健康観察表への記録を実施していただき、登校後すぐに教員が健康観察を行います。 

２）感染経路を断つこと 

接触感染の仕組みについて、児童に理解させ、目や鼻、口を触らないように指導するとともに、接

触感染を避ける方法として手洗いを徹底します。手指用の消毒液は流水による手洗いができない際

に補助的に用いるものですので、基本的には流水と石けんでの手洗いを指導しています。 

３）抵抗力を高めること 

 「十分な睡眠」、「適度な運動」及び「バランスのとれた食事」を心掛けるように指導します。 

２ マスクの着用について 

衛生管理マニュアルに「児童生徒及び教職員は、身体的距離が十分とれ

ないときはマスクを着用すべき。」と記載されています。校舎内では原則、

マスクの着用を今後も継続します。ただし、気温や湿度、暑さ指数が高い

日には熱中症などの健康被害が発生する恐れがあるため、児童自身が息苦

しさを感じたときにマスクを外す指導をしています。体育の授業において

は、十分な身体的な距離を取り、マスクを外します。 

マスクの素材については、不織布マスクが最も高い効果を持ち、次に布マスク、その次にウレタン

マスクの順に効果があるとされています。学校生活で着用するマスクの素材に特に指定はありませ

んが、適切なサイズの清潔なマスクを着用させてください。 

３ 換気について 

 可能な限り、常時換気に努めます。廊下側と窓側を対角に開けることにより、

効率的に換気します。冬季は冷気が入り込み室温の低下が想定されますので、校

舎内での防寒着の着用を認めています。 

  

 新型コロナウイルス感染症の終息まで引き続き感染予防対策を取りながら教育活動を進めていきます。

今後ともご協力いただきますよう、お願いします。 


